
学校番号２０ 富山県立呉羽高等学校

教科・科目 対象学年 単位数 教科書（発行者） 補助教材（発行者）

公民 ３年 『最新図説現社』（浜島書店）
・ ２ 『高校現代社会改訂版』 『高校現代社会演習ノート』（実教出版）

現代社会 (音コース) （実教出版）

科目の概要 倫理的・経済的・政治的視点から現代社会の様々な原理・現象を概観するとともに、基礎的知
と目標 識の定着をはかる。広い視野から自己の生き方・あり方を模索するとともに、現代社会に生き

る人間として必要な判断力・思考力を養う。

授業の進め 基礎的な知識、概念の定着をはかるとともに、資料を活用しながら考察を深め、自分の意見を
方 表現する学習活動も重視する。

評価の観点 ・「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「知識・理解」の観点から
と方法 評価を行う。

・定期考査、課題等の提出状況を総合的に評価する。
・考査などの知識偏重に偏らず、社会事象に対する興味関心や資料の様々な角度からの読み取
りなど多角的な観点から評価する。

・授業への取り組みでは「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」は評価する。

学
単元・学習項目 学習内容・到達度目標

期

〔地球環境を考える〕 現代に生きる我々や我々の社会を取りまく諸問題について関心
を持ち、意欲的に探求し、自分自身の生活と関連づけて考察する

１ ことができる。

〔科学技術の発達と生命〕 大衆社会や少子・高齢社会、進路などの諸問題に関心を持ち、
学 グラフや表などの資料を読み解き、問題解決のために資料を活用

できる。

期 〔青年期と自己形成〕 青年期に共通して感じる思いや体験について話し合い、理解を
深める。

〔現代に生きる人間の倫理〕 様々な思想や宗教によって社会が構成されている背景を理解す
る。日本固有の宗教観・自然観がどのように形成されてきたかを
理解する。

年
〔現代の国家と民主政治〕 現代の民主政治の成立過程やそのしくみについて基本的事柄を

間 理解し、新聞などの資料も活用しつつ自分自身の問題として意欲
的に考察することができる。

の 民主政治における個人と国家について考察し、政治参加の重要
２ 性と民主社会において主体的に生きる自覚を深める。

授
〔日本国憲法と国民生活〕 日本政治や社会が憲法に基づいていることを理解する。

業 学 憲法では人権がどのように保障されているかの理解を深める。

内
期 〔国際政治と動向〕 冷戦当時や冷戦以後の流れをたどり、現代の国際社会の課題に

容 ついて考察する。

〔現代の経済社会と政府の役割〕 現代の経済や財政に関してその成立過程や内容、変遷について
多角的に考察を加えつつ理解し、その知識を身につけることがで
きる。

〔経済活動のあり方と国民福祉〕 国際社会における政治や経済の動向について理解を深めるとと
もに、国際社会の課題について考えようとする自覚を持てる。

３ ［戦後日本経済の歩み］ 高度経済成長からバブル経済崩壊までの経済の変化について理解
し、現在の日本経済が抱え持つ様々な課題について考察する。

学
〔国際経済の動向〕 持続可能な社会の形成に参画するという観点から現代社会に対

期 する理解と考察を深める。

日々変化する国際経済・地域経済のあり方について理解を深め
る。


